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NITTS2仮説

１日８時間，週５日以上常習的長年月曝露の場合の
NIPTSは，聴力正常な青年が同一騒音に８時間曝露
後２分間休止した時点におけるNITTSと

1 kHz においてほぼ等しく，
2 kHz では約5 dB 小さく，
4 kHz では約3 dB 大きい。

（Kryterら，1966）

暫定的に

NIPTS (10y) ≒ NITTS2(8h) 





NITTSの臨界帯域説



Kryter limit

日常生活に支障のない聴力損失（NIPTS）として

1 kHz 以下のテスト周波数： 10 dB 以下
2 kHz ： 15 dB 以下
3 kHz 以上のテスト周波数： 20 dB 以下



TTS2(S ，t）＝ a (S − b)log10 t ＋c S ＋d より

K＝ a (Sfc − b)log10 t ＋c Sfc ＋d

OBLP＝ Sfc ＋ 10 log10 (2-1/2) fc

K:許容TTS2

fcを中心周波数とする許容オクターブバンドレベル

K に対する臨界帯域レベル

Sfc ＋ 10 log10 Δf







産業現場の騒音の周波数パターン265種類を収集
許容基準曲線と接線法で比較
安全率を見込んで





騒音障害防止のためのガイドライン
（厚生労働省、１９９２年）

A測定値の平均値 and B測定値＜８５ｄBA
→第Ⅰ管理区分

８５ｄBA＜ A測定値の平均値 or B測定値＜９０ｄBA
→第Ⅱ管理区分

９０ｄBA＜ A測定値の平均値 or B測定値
→第Ⅲ管理区分

作業場所の騒音ラベリング





NIPTS ＝ {(αp/v) NITTS1d＋(αp0−αpv0/v)exp(bS0)}{ 1−exp(-t/T)}

Test T
α αp/v αp

0
αp

0
/v b

freq. 250d/y 365d/y

1 kHz 4.155 2.846 1038.8 5.0642 0.0462 0.4329 0.090

2 kHz 4.894 3.352 1223.6 15.0463 0.0539 1.3828 0.098

3 kHz 6.216 4.257 1554.0 21.6048 0.0652 2.1594 0.114

4 kHz 4.749 3.252 1187.2 7.6026 0.0505 0.7124 0.112

式中のパラメータの値

NITTS1dからNIPTSの予測式








